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★
星の会星の会
不登校を考える親の会

2013年12月26日(木）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第149号

★
★

★ （Ｅ-mail）toiawase@hoshinokai.net
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1 の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。
年会費は 2000円です

●会費は2014年の分だけで結構です。2013年以前の滞納があっても徴収はしません。
◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで
　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。
◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても良いです。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さい。
●星の会をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。
　長期に会費が未納の方は、退会の手続きをとらせていただくことがありますのでご注意ください。

を納めて下さい

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

１月例会

■第47回　別府例会　（通算527回）　

○１月４日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　西田さん　090-7389-1577

○１月17日（金）　19：30～22：00

○広浦公民館　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　戸高さん　090-9792-7317　

■第195回　津久見例会（通算529回）

■第17回　豊後大野例会　（通算528回）　

○１月９日（木）　19：00～21：00

○豊後大野市役所（新庁舎）　会議室（2階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　佐藤さん　0974-22-0523

■第132回　大分例会　（通算526回）　
○１月４日（土）　13：00～16：30

○ホルトホール（大分駅南口にあります）407号室　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　安部さん　090-8223-8250

会費

■第133回　大分例会　（通算530回）　

○１月17日（金）　19：00～21：30

○大分コンパルホール　310会議室（３階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問い合わせ　中島さん　090-4516-3964

○昼の大分例会…２月１日（土）13：00～16：30

○別府例会…２月１日（土）13：00～16：30

○豊後大野例会…２月13日（木）19：00～21：00

○津久見例会…２月14日（金）19：30～22：00

○夜の大分例会…２月21日（金）19：00～21：30

次回
予告

変更する場合があるので、来月の会報で必ず確認して下さい

次号の会報発送作業予定日は、１月２３日（木）です

新しい年の

星の会は、1月が更新の月です。
会を続けたい方は会費を納めて下さい。
退会したい方はご連絡下さい。

文献から学ぶ 不登校不登校不登校 ４
　マニュアルに頼っていると、子どもの不登校や「ひきこ

もり」と治すことにばかり意識が向いて、結果的に「良い

親」「良い教師」を演じてしまうことになります。そうし

た対応は、子ども本人に安心感を与える場合もありますが、

逆にそうではない場合もあります。では、何が大切か…。

親の「本気」とマニュアル
　いろいろな親御さんの対応ぶりをうかがっていると、 時には私の考えとはま

ったく異なった考え方で対応して、 成功している話も聞きます。 私はそうい

う話を聞くたびに、 最終的にひきこもりの立ち直りを促進するのは、 親子

関係のリアリティではないかと思うのです。

　たとえば、 私は子どものスキンシップを禁じて、 退行させないようにしまし

ょう、 と勧めています。 しかし、 時にはスキンシップを通じて立ち直りを成功

させたという事例も聞きます。

これは矛盾ではなく、 その親御さんにとっては、 そうすることが一番リアル

な対応だったということになります。 切迫した必然性のもとで選択された、

まさに 「本気」 の対応は、しばしば小手先のマニュアルを超えています。 （中

略）

　私の本 （「ひきこもり」 救出マニュアル） は、 こうした 「本気」 のリアリテ

ィに至れずに、 親を演じつづけるほかはない方々のための演技指導書でも

あります。 　　　　　　　　　（斎藤環著　「ひきこもり救出マニュアル」　ＰＨＰ研究所

Ｐ452 ～Ｐ453　引用）

　学校に行かずにいる子ども自身は、 なかなかしんどいわけです。 サボって

る子は別として、 普通は行きたいのに行けなくて苦しんでいるんですから。

それなのに親があっさり 「学校なんか、行きたくないのなら行かなくていい」

と開き直ってしまったら、 子どもはゲッソリするんじゃないですか。 子どもが

せっかく学校に行かなくなっているのに、 親がそのことを本気で考えてくれ

ないんだから……。

　親は 「行かなくていい」 なんて言わないで、 よく考える必要があります。

なぜうちの子は学校に行かないのか、 行かない方がいいのか、 行った方が

いいのか。 いろいろ考えないといけません。 決まりきった答えとか、 正解は

ありません。 （中略） 親が真剣に悩んで、 「それだったらしばらく様子を見

よう」 と思ってくれたのなら、 子どもは満足すると思います。 親がそれだけ

のエネルギーを子どものために使っているわけですから。 頭で考えた理屈

だけで 「学校に行かなくていい」 とか 「だれだれが悪い」 といってしまった

ら、 子どもはがっかりするでしょう。 　　　（河合隼雄著 「こころの子育て」

朝日新聞　P122 ～ P123 より引用）

　斎藤氏と河合氏のこうした指摘は、親が子どもの様子を見ながら、

時間と心をつかう関係の大切さを学ぶことができます。

「子どもにとって何が大切なのか」を考え、思わず発した言葉であれ

ば、それは子どもの心に届くでしょう。何もしないことが大切であ

ると考え、同じ日常をくり返すならば、子どもは自分と向きあうこ

とができると思います。「本気」で子どもの立場に立って考えた答に

間違いはないと思うのです。


